
平成30年12月11日  

 

幕別町議会議長 芳滝 仁 様 

 

議会運営委員会委員長 藤谷 謹至 

             外15名 

 

議員派遣結果報告書 

平成30年９月25日に決定された議員派遣について、次のとおり報告しま

す。 

記 

１ 派 遣 名  議会改革フォーラム 

２ 目  的  町内各層のまちづくりに対する考えを伺い、議員と町民 

       との町政全般にわたる意見の交換の場とするため。 

３ 派遣場所  札内コミュニティプラザ 

４ 派遣期間  平成30年10月27日（土） 

５ 派遣議員  板垣良輔、荒貴賀、髙橋健雄、内山美穂子、小島智恵、

若山和幸、小川純文、岡本眞利子、東口隆弘、野原惠子、

中橋友子、藤谷謹至、 谷口和弥、藤原孟、 

芳滝仁                （以上16名） 

６ 内 容 等  別添「議会改革フォーラム2018報告書」のとおり 
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議会改革フォーラム報告書 

 

１ 日 時  平成 30年 10月 27日(土) 14時 00分～16時 55分 

２ 場 所  札内コミュニティプラザ 集会室 

３ 参加者  ７９人（幕別町議会議員１６人。受付来場者数６３人） 

４ フォーラムの内容（要点抜粋）   

【高校生（出前）講座の取組紹介】 

 発表  幕別町議会議会運営委員会 委員長 藤谷 謹至 

【第 1 部 基調講演】 

 演題  「主権者教育の重要性と町村議会の役割」 

 講師  山梨学院大学 

     大学院研究科長・法学部教授 江藤 俊昭 氏 

・主権者教育として、幕別町議会が高校生に議会の状況を説明したことは画期的なこ

と。 

・政治や行政は身近で、若者から動かせることを理解してほしい。 

・子ども議会、学生議会は事前準備をしっかり行い、継続して実施することが大事。 

・愛知県犬山市では「女性議会」を開催しているが、参加する女性に議員が３か月間

かけて勉強会を開いている。その中で、どのような課題があるのか、みんなで勉強

しながら共有して、女性が問題を提案する場となっている。 

・日本で選挙権年齢が引き下げられたことは画期的なこと。 

 世界では 18歳以上が大半。197の国と地域のうち 176で 18歳。16歳の国もある。 

・住民自治の根幹は議会であることをもう一度確認してほしい。 

 住民自治の根幹だから、住民を巻き込んで一緒に議論することが、主権者教育と連

動する。 

・地方自治は二元性を取っている。議会議員だけでなく町長を直接選挙する。 

 行政、議会、それぞれが違った視点で政策競争をする。 

 議会としての意思を示すため、行政への質問だけでなく議員間でしっかり議論する。 

・町の課題をわからない人もいる。そのような人に対しても、情報提供し、議論する

空間を創り出すのが行政の役割であり、議会の役割。 

・議論する空間は議会だけ。住民は見ている。 

・町長が出す議案は間違いないから賛成するというのは、とんでもないこと。 

 議会こそ、行政の監視、政策提言する空間だということを理解してほしい。 

・幕別町議会が行った高校生(出前)講座や議会報告会などの取組は、議会活動を住民

に対して明確にすることはいいが、住民から地域の課題を発言してもらえる場なの

で、出された意見を議会として受け止め、調査し、提言し、ときには条例を提案し
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たり、町から提案された予算を修正することも議会の役割である。 

 報告だけでなく聴くという広聴機能を果たしていくことが大事。 

・議員のなり手不足は、ならない要因となれない要因を分けて考える。 

 ならない要因－議員活動がわからない。魅力がわからない。活動しても報酬が低い。

主権者教育が大事。 

        報酬を上げるためには、議会議員の魅力を十分知ってもらうこと。 

 なれない要因－法律的な規定として、兼業禁止がある。改革していくべき。 

・主権者教育、学校教育は大事だが、学校だけに焦点を絞るだけではなく、住民自治

の根幹としての議会をどう作動させるかが、今後の主権者教育に繋がってくるので

はないか。 

 

 

【第２部 パネルディスカッション】 

テーマ 「私たちが考えるまちづくりについて」  

● コーディネーター 

山梨学院大学 大学院研究科長・法学部教授 江藤 俊昭 氏 

● パネリスト 

       岩 谷 史 人 氏（幕別町社会教育委員会委員長） 

       仙 石   祥 氏（幕別町商工会青年部部長）  

       小笠原美奈子 氏（小笠原農園 農家のお店 ひより店主） 

       米 山 一 敏 氏（東日本大震災の話を聞く会代表）  

       林   順 子 氏（（社福）幕別真幸協会 居宅介護支援事業所 

札内寮介護サービスセンター管理者）  

（１）自分たちが考えるまちづくりについて 

 岩谷  自分たちで物事を考える子ども、地元のことを考える子どもを育てるため、

地域学校協働活動が重要視されてくる。 

地域の子どもは地域で育てることを皆さんと考えていきたい。 

高校が新設されるが、高校生が地域課題を考え、大人が真摯に受け止め、議

論する中で、高校生がこの幕別町を真剣に考え、この町で生きていくことを考

えてくれることを期待したい。 

 仙石  町を盛り上げていくことが商工会青年部の存在意義だと思っている。 

     子ども達に、幕別町を離れても、また戻りたいという思いを持ってもらいた

い。 

 小笠原 食のイベントで、来場客と髙木姉妹のことから幕別町の話題になった。「農と

食とスポーツ」、「農と食と子育て」、「農と食と観光」を結び付けて幕別町を盛

り上げていきたい。 

 米山  災害はいつ起きるか分からない。行政と公区と住民の情報の発信や収集のマ

ニュアルを早急に作るべき。 
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     ボランティアの受け入れの整備を行う必要がある。 

 林   要介護者を地域、ボランティアで連携して支え合う地域づくりが望ましい。 

     幕別町は介護保険以外の福祉サービスが充実している。認知症カフェ、地域

サロンができており、一般の住民の方が参加している。明るいまちづくりに期

待している。 

 

（２）議会に期待すること 

 林   以前に、ケアマネージャーから高齢者福祉の課題を聞かせてほしいというこ

とで、議会の意見交換会に参加した。その際、課題を町として制度化していた

だいたことは、とてもありがたかった。 

 米山  公区長は町の非常勤職員として報酬を得ており、公務員などは公区長になる

ことはできない。有能な人材を切り捨てていることになる。 

     行政区制度は、健全なる地域活動と無縁で、民主的でも効率的でもなく、行

政の押し付けを許している。 

     公区長制度が理念・自治に合致しているか、議会は住民の身近な問題を行政

側にするのではなく、メリット・デメリットを住民とともに議論することによ

って、開かれた議会としての情報発信ができると思う。 

 小笠原 愛のある、楽しい魅力的な町をつくってほしい。 

 仙石  議員の方々が、町民の身近な存在になるようにしてもらいたい。 

     町議 20名、町民一人ひとりが、町議の顔を見て名前が言えるようになるくら

い、身近な存在になってほしい。 

 岩谷  今の議員のままでよい。気さくで勉強熱心で、自分のやったことを通信にし

てみんなに配る議員もいる。話を聞いてくれるし、とてもいい議会、議員だと

思う。 

     さらに期待するとしたら、輝く大人でいてほしい。子ども達が議員を見て、

ああいう人になりたいなと思ってくれるような、生き生きとした生活、生き方

をして、子ども達に希望を与えてほしい。まちづくりは、持続可能なまちづく

りが一番重要な課題だと思う。 

 町長  行政区と公区長、町内会の話がありました。 

     公区長は、非常勤公務員（特別職）として報酬を支払っている。主な役割と

して、町からのおしらせ等を地域住民に配布する。地域課題を町に届けていた

だく。一方、町内会は、住民自らのコミュニティ活動として行政区内に町内会

があってもいいですし、行政区を超えていくつもの行政区の中でコミュニティ

活動をする町内会があってもいい。行政区を廃止するという議論はあるかもし

れないが、行政区設置条例は間違っているわけではない。 

 ○ 会場からの意見 

 (男性 １)行政区、公区の問題は、幕別町にとって大きな問題。議会として、公区の条

例を含めて考えていかなければならないのではないか。 

 (男性 ２)どんなまちづくりをするか、皆さん非常に関心がある。 
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      まちづくりは議会の方々が地域に出向いて意見聴取する。そうすると名前

も覚えてもらえる。やる気があると思われる。 

 

 ○議会運営委員長、議長、町長の感想 

 委員長 議会としても、少しずつではあるが議会改革に取り組んできた。その中の議 

    会改革フォーラムだと思っている。 

     議会報告会もテーマを決めながら、政策提言できるようにやっていきたいと

思う。 

 議長  一人ひとりのご発言を深く受け止めさせていただきたい。 

     まだまだ未熟でありますが、ご協力に深く感謝します。 

 町長  議会自ら住民の意見を聞いて、それをしっかり受け止めて議論していくこと 

    が大事なことだとありました。私自身、負けないよう、しっかり住民の皆様の

意見を聞いて、議場という議論の場で議論させていただきたいと思う。 

 

（３）最後にひとこと 

 岩谷  次に議会フォーラムをやるときは、ワールドカフェ形式、グループディスカ

ッション形式で、議員の方たち、行政の方たちも入って小規模で対話すると楽

しいのかもしれない。 

 仙石  商工会青年部として、地域を盛り上げていくための具体的な政策を、議会の

方々と意見交換をしていきたいと思う。 

 小笠原 楽しいことを行うと人が集まってくると思って農業をやっている。それを続

けていこうと確信した。 

 米山  公区の役員のなり手がいなくて困っている。メリット・デメリットを話し合

う機会を設けていただいて、みんなで考えることを是非、お願いしたい。 

 林   明るい高齢社会を迎えられるよう地域住民の方々と共有する機会が増えてい

る。徘徊高齢者のケアも民生委員、公区長と相談させていただき、協力いただ

くことが増えてきている。皆さんからいろいろな声をいただき、私たちも高齢

者介護職として頑張っていきたいと思う。 

 

 ○ コーディネーターの感想 

 江藤  住民と議会、行政、三者が癒着ではなく緊張感を持つ。そういう場が必要。

きょうは少し、そういう場面があった。 

     北川正恭さん(政治学者。元三重県知事)が善政競争といわれる。良い政治を競争して

いくということが重要だ。 

     議会報告会は全体としてやることも大事だが、テーマ別でしっかり議論を戦

わしていく。住民からの意見や情報が政策に生かされていく。先程、公区の問

題が出ていたが、見直すべきものは見直すという、全体的な視点を持つことが

大事である。 

     輝く大人でいてほしいとあったが、議会の魅力を若い人たちに知らせていく
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という役割も、主権者教育として重要と改めて感じた。議会はすごい権限があ

るので、誇りを持って対応されることを期待したいと思う。 

     最後になるが、皆さんから出された意見から、議会報告会や議会改革フォー

ラムは、やり方を考えながら継続してやり続けることが、地域住民にとって大

事なことと改めて感じた。 



会場入口看板 　受付

進行－中橋議会運営副委員長 　主催者挨拶－芳滝議長　

高校生（出前）講座の取組紹介－藤谷議会運営委員長

議会改革フォーラム 状況写真
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第１部：基調講演
　講師－山梨学院大学　江藤教授

第２部：パネルディスカッション 　パネリスト－岩谷史人 氏
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パネリスト－仙石 祥 氏 　パネリスト－小笠原美奈子 氏

パネリスト－米山一敏 氏 　パネリスト－林　順子 氏
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感想を述べる藤谷議会運営委員長

感想を述べる芳滝議長 　感想を述べる飯田町長

閉会挨拶－藤原副議長
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